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子宮頸がん予防の９価ワクチンの公費による定期接種について  

 

健康福祉部 健康推進課 

１ 概要 

（１） 子宮頸がん予防の9価ワクチン 

子宮頸がん予防ワクチンの定期接種は､現在､2価ワクチンと4価ワクチンの2種類 

がある｡令和5年 4月 1日から、9価ワクチンが定期接種に追加となり、2価、4価、9 

価のいずれかのＨＰＶワクチンから1種類を選択し、原則同じ種類のワクチンを3回 

接種する｡ 

（２） 対象者 

ア 通常の定期接種  小学6年生～高校1年生相当の女子が対象 

イ キャッチアップ接種 定期接種。積極的な勧奨を控えていた期間に定期接種の 

対象であった方に、令和6年度まで接種機会を提供する。令和5年度は、高校 

2年生相当の年齢から26歳までの女性が対象 

 

２ 実施方法  個別接種、実施医療機関市内51か所 

 

３ 接種見込延人数（3回接種＝3人で算定） 

 （１） 通常の定期接種     1,980人  

（２） キャッチアップ接種  3,420人 

 

４ 主な予算 

（１） 医薬材料費  134,393千円 

    ・定期接種  23,750円×1,980人×1.1＝51,727,500円（※9価を想定） 

    ・キャッチアップ接種 

9価     23,750円×2,880人×1.1＝75,240,000円 

2価又は4価 12,500円× 540人×1.1＝ 7,425,000円 

 （２） 個別接種委託料 26,963千円 

   ・定期接種   4,350円×1,980人×管理料1.03×1.1＝9,758,529円 

    ・キャッチアップ接種 4,440円×3,420人×管理料1.03×1.1＝17,204,378円 

（３） 個別通知にかかる費用 2,463千円 

・封入封かん委託料、印刷製本費（通知文、リーフレット）、郵便料 

  ・通常の定期接種5,100人、キャッチアップ接種9,500人に通知 

 

５ 接種率 

 令和2年度 令和3年度 令和4年度（1月迄） 

通常の定期接種 12.1％ 35.8％ 33.3％ 

キャッチアップ接種 － － 5.4％ 

 


